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【発行日】平成23年11月10日(2011.11.10)
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   Ａ６１Ｋ  31/7088   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/665    (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  27/00     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  35/84    　　　Ａ
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   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
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   Ａ６１Ｌ  27/00    　　　Ｆ
   Ａ６１Ｐ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ   7/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年9月21日(2010.9.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　十分量の精製レイシ抽出物を含む組成物であって、該組成物は、細胞表面マーカーの単
核細胞発現が少なくとも１％増加するように対象に投与されるものであることを特徴とす
る、組成物。
【請求項２】
　前記細胞表面マーカーが、ＶＣＡＭおよび／またはＮＣＡＭである、請求項１に記載の
組成物。
【請求項３】
　前記細胞表面マーカーが、未熟樹状細胞マーカーからなる群より選択される、請求項１
に記載の組成物。
【請求項４】
　前記未熟樹状細胞マーカーが、ＣＤ１ａ、ＣＤ１４、ＣＤ４０、ＣＤ８０およびＣＤ８
６からなる群より選択される、請求項３に記載の組成物。
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【請求項５】
　前記細胞表面マーカーが、成熟樹状細胞マーカーからなる群より選択される、請求項１
に記載の組成物。
【請求項６】
　前記成熟樹状細胞マーカーが、ＣＤ８３からなる群より選択される、請求項５に記載の
組成物。
【請求項７】
　前記細胞表面マーカーが、造血細胞マーカーからなる群より選択される、請求項１に記
載の組成物。
【請求項８】
　前記造血細胞マーカーが、ＣＤ３４、ＣＤ３８、ＣＤ１３３およびＣＸＣＲ４からなる
群より選択される、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　前記細胞表面マーカーが、Ｂ細胞マーカーからなる群より選択される、請求項１に記載
の組成物。
【請求項１０】
　前記Ｂ細胞マーカーが、ＣＤ１９からなる群より選択される、請求項９に記載の組成物
。
【請求項１１】
　前記組成物が、ＩＬ－４およびＧＭ－ＣＳＦからなる群より選択される少なくとも１つ
のサイトカインとともに、対象に同時投与されるものであることを特徴とする、請求項３
のいずれかに記載の組成物。
【請求項１２】
　十分量の精製レイシを含む組成物であって、該組成物は、細胞表面マーカーのＭＳＣお
よび／またはＰＬＡの発現が少なくとも１％増加するように対象に投与されるものである
ことを特徴とする、組成物。
【請求項１３】
　前記細胞表面マーカーが、ＢＭＰ－２、アグリカンおよびＩＬ－１からなる群より選択
される、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記組成物が、インスリン、ＴＧＦ－Ｂ１および／またはアスコルベート－２－ホスフ
ェートからなる群より選択される少なくとも１つの化合物とともに、対象に同時投与され
るものであることを特徴とする、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１５】
　十分量の精製レイシを含む組成物であって、該組成物は、ＣＤ３４＋／ＣＤ３８－細胞
プロテオームの発現を失う、対象のＭＳＣおよび／またはＰＳＡ細胞の割合が少なくとも
１％減少するように対象に投与されるものであることを特徴とする、組成物。
【請求項１６】
　ある量の骨格形成剤と、
　ある量のレイシ抽出物と
　を含み、移植することができるデバイス。
【請求項１７】
　ある量の単核細胞をさらに含む、請求項１６に記載のデバイス。
【請求項１８】
　ある量のＭＳＣおよび／またはＰＬＡ細胞をさらに含む、請求項１６に記載のデバイス
。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　別の実施形態において、上記の組合せは、生物に移植可能である。
　本発明はまた、以下の項目を提供する。
（項目１）
　細胞表面マーカーの単核細胞発現が少なくとも１％増加するために十分量の精製レイシ
抽出物を対象に投与すること
　を含む、方法。
（項目２）
　上記細胞表面マーカーが、ＶＣＡＭおよび／またはＮＣＡＭである、項目１に記載の方
法。
（項目３）
　上記細胞表面マーカーが、未熟樹状細胞マーカーからなる群より選択される、項目１に
記載の方法。
（項目４）
　上記未熟樹状細胞マーカーが、ＣＤ１ａ、ＣＤ１４、ＣＤ４０、ＣＤ８０およびＣＤ８
６からなる群より選択される、項目３に記載の方法。
（項目５）
　上記細胞表面マーカーが、成熟樹状細胞マーカーからなる群より選択される、項目１に
記載の方法。
（項目６）
　上記成熟樹状細胞マーカーが、ＣＤ８３からなる群より選択される、項目５に記載の方
法。
（項目７）
　上記細胞表面マーカーが、造血細胞マーカーからなる群より選択される、項目１に記載
の方法。
（項目８）
　上記造血細胞マーカーが、ＣＤ３４、ＣＤ３８、ＣＤ１３３およびＣＸＣＲ４からなる
群より選択される、項目７に記載の方法。
（項目９）
　上記細胞表面マーカーが、Ｂ細胞マーカーからなる群より選択される、項目１に記載の
方法。
（項目１０）
　上記Ｂ細胞マーカーが、ＣＤ１９からなる群より選択される、項目９に記載の方法。
（項目１１）
　上記精製レイシが、ＩＬ－４およびＧＭ－ＣＳＦからなる群より選択される少なくとも
１つのサイトカインとともに、対象に同時投与される、項目３のいずれかに記載の方法。
（項目１２）
　細胞表面マーカーのＭＳＣおよび／またはＰＬＡの発現が少なくとも１％増加するやめ
に十分量の精製レイシを対象に投与すること
　を含む、方法。
（項目１３）
　上記細胞表面マーカーが、ＢＭＰ－２、アグリカンおよびＩＬ－１からなる群より選択
される、項目１２に記載の方法。
（項目１４）
　上記精製レイシが、インスリン、ＴＧＦ－Ｂ１および／またはアスコルベート－２－ホ
スフェートからなる群より選択される少なくとも１つの化合物とともに、対象に同時投与
される、項目１２に記載の方法。
（項目１５）
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　ＣＤ３４＋／ＣＤ３８－細胞プロテオームの発現を失う、対象のＭＳＣおよび／または
ＰＳＡ細胞の割合が少なくとも１％減少するために十分量の精製レイシを対象に投与する
こと
　を含む、方法。
（項目１６）
　ある量の骨格形成剤と、
　ある量のレイシ抽出物と
　を含み、移植することができるデバイス。
（項目１７）
　ある量の単核細胞をさらに含む、項目１６に記載のデバイス。
（項目１８）
　ある量のＭＳＣおよび／またはＰＬＡ細胞をさらに含む、項目１６に記載のデバイス。
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